
スポーツ振興に関する協定（通称、スポーツアンバサダー協定）締結の
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基本方針１
ライフステージに応
じたスポーツ活動の
推進

ライフステージに応じた
スポーツ・レクリエーショ
ン活動 の推進

・多くの市民が参加できるスポーツイベント等の企画・
開催・支援

・年齢や障がいの有無にかかわらず、誰もがスポーツ
を楽しめる機会の提供や活動の支援

・スポーツを通じた健康増進

・市総合体育大会の開催
・各種大会の開催
・県主催の大会への派遣

スポーツ活動による地域活
性

・本市の地域特性を生かしたスポーツ活動の推進
・スポーツ団体の活動支援
・総合型地域スポーツクラブの活動支援

・団体への補助金
・施設利用に関する事務
・市と共催による大会開催

基本方針２
スポーツの関心を高
める機会づくり

トップアスリートに触れる
機会の創出とアスリートの
育成

・トップアスリートの競技に触れる機会の創出
・神奈川県と連携したアスリートの育成支援

・スポーツアンバサダー協定の締結（R５～）
・アスリート・羽ばたけ応援金（R６～）
・パブリックビューイングの開催
・グッズ・動画等の制作（R５～）

スポーツに取り組みやすい
情報発信

・スポーツ関連情報の提供
・相談体制の整備

・市HP・SNSの活用
・スポーツ団体との相談
・パブリックビューイングの開催
・グッズ・動画等の制作（R５～）
・スポーツに関するポータルサイトの創
設（取材含む）（今後検討）

基本方針３
スポーツ活動を広げ
る基盤づくりと連携

スポーツ関係団体との連携
と指導者の育成・活用

・スポーツ関係団体、民間企業との連携・協働の推進
・スポーツ推進委員の活動の推進
・指導者等の育成及び活動の推進

・スポーツ推進委員の委嘱
・ホームタウン事業
・指導者資格の取得促進（R５～）

スポーツ施設の整備・運営

・公共施設のスポーツ利用促進
・公共スポーツ施設の整備・改修
・公共スポーツ施設の運営・管理
・学校施設の有効活用

・利用区分・使用料等の見直し（R５～）
・市体育施設の改修・管理
・学校開放事業

茅ヶ崎市のスポーツ推進における基本的な考え方（令和５年５月改定）
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基本方針２「スポーツへの関心を高める機会づくり」に基づき、施策の方向として「トップアスリートに触
れる機会の創出とアスリート育成」と「スポーツに取り組みやすい情報発信」を規定。

アンバサダー協定の締結、応援金（報償費）の支出、その他アスリートを応援するイベント等を実施していく。



アスリート支援事業のコンセプト
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本市にゆかりのあるアスリートで、国際大会などでの活躍を観て、共に支えることで、「〇〇
さんを応援したい！」「自分も〇〇さんみたいになりたい！」「スポーツをすることが好き、楽
しい」などスポーツへの関心を深める情報の発信やイベント等を開催する。

取り組み１ アスリートの活動を応援し、スポーツへの関心を深める

取り組み２ スポーツに触れる機会を創出し、その活動を応援する

次代を担う子ども達が、スポーツを通じて、目標や生きがいを持ち、社会で活躍できるきっか
けをつくる。

主に次世代（１０代～２０代前半）を対象に、スポーツイベント等を開催し、スポーツを楽し
む機会を提供する。

また、これから国際大会等での活躍が期待される同世代のアスリートの活躍を激励し、その活
躍を発信する。

国際大会で出場しているアスリートに加え、これから飛躍するであろう次代アスリートの活躍
を「みて」「ささえる」ことで、子どもの自信や意欲を高めるとともに学業や就業における目標
を持つなど、生きがいを持つきかっけとなる取り組みを進める。

目指す姿



スポーツ振興に関する協定（通称、スポーツアンバサダー協定）締結の考え方
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オリンピック・パラリンピック競技大会や、その他国際大会（ワールドカップ、世界選
手権）で活躍する本市ゆかりのアスリート等と市が、相互の資源を活用し、スポーツを
通じて、街の魅力や地域活性化を行う取り組みを行うために締結するもの。

・本市出身、市内居住又は本市を主な活動拠点とする方で、協定締結に同意いただける方

・スポーツを通じて、本市のPR、地域活性化などに市民等に還元できる取り組みを、協定締結者、

関係するスタッフや団体の方からご協力いただけること

・協定締結時点で、各種競技の国際大会等で活躍するアスリート、国際大会等で活躍するアス

リートの育成・サポートをしている方、若しくは企業とスポンサー契約と締結しているなど、

企業と連携し、競技の普及・振興に取り組んでいる方

締結にあたっては、いずれを満たす方（団体も含む）を締結を進める。

５年度の実績

・佐藤水菜選手（自転車トラック・ガールズケイリン） ※UCIネーションズカップ １位 など

・内藤寧々選手（BMXフリースタイルパーク） ※UCI BMX Freestyle World Cup ７位 など

・松田詩野選手（サーフィン） ※ISAワールドサーフィンゲームス2023 13位 など



スポーツ振興に関する協定（通称、スポーツアンバサダー協定）締結の流れ
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・本市出身、市内居住又は本市を主な活動拠点とする方で、協定締結に同意いただける方

・スポーツを通じて、本市のPR、地域活性化などに市民等に還元できる取り組みを、協定締結者、

関係するスタッフや団体の方からご協力をいただけること

・協定締結時点で、各種競技の国際大会等で活躍するアスリート、国際大会等で活躍するアス

リートの育成・サポートをしている方、若しくは企業とスポンサー契約と締結しているなど、

企業と連携し、競技の普及・振興に取り組んでいる方

１）協定締結予定者等との協議

次の３点に該当する方ご本人と、関係スタッフと協定締結に向けた事前協議を行う

２）協定の締結

スポーツ推進審議会委員から、協定締結に関して意見を聴く

１）及び２）を踏まえ、実際に協定を締結


